
第 1回 腫瘍細胞生物学セミナー

「発がんと細胞競合」

　上皮細胞層にがん変異細胞が産生されたとき、「細胞競合」

と呼ばれる現象が生じ、上皮層より変異細胞は排除されることが

近年明らかとなってきた。我々の研究グループは腸管上皮細胞に

活性化 Ras 変異をモザイク状に発現誘導できるマウスを作出し、

Ras 変異細胞が細胞競合により管腔へと排除されることを最近

報告した。このマウスモデルの解析を深化させ、ヒト家族性大腸

腺腫症で好発する APC→Ras の変異蓄積による細胞競合の機能

変容について本セミナーにて議論したい。
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